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１．はじめに

福智山断層帯は，福岡県北九州市若松区脇
わい

田
た

付近

から同市八幡西区，直方市，福智町を通り，田川市

夏吉付近にかけて分布する活断層である（地震調査

研究推進本部地震調査委員会，2013）．洞
どうかいわん

海湾を挟ん

で，北側は頓
とん

田
だ

断層，南側は福智山断層と呼ばれて

いる（千田ほか，2001）．第 1 図に断層帯周辺の地質

図を示す．断層帯の東側は下部白亜系の関門層群，

上部白亜系の花崗閃緑岩，および古生代に形成され

た付加コンプレックスの呼
よぶ

野
の

層群からなる山地と

なっている．これに対し，断層帯の西側は筑豊炭田

北部を構成する古第三系堆積岩が分布しており，福

智山断層帯は概ね両者の地質境界となっている（久

保ほか，1993）．地質境界として報告されている断層

は，北側は二
ふたじま

島断層，南側は福智山断層と呼ばれ，

古第三系の構造からは東側隆起の正断層と考えられ

ている（小原ほか，1989；尾崎ほか，1993）．一方，
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overlaid gravel and silt layers are cropped out. However, no clear fault is observed in between bedrocks 
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活断層としての福智山断層帯については，更新統を

変位させる断層の露頭観察などから，左横ずれを伴

う逆断層であることが報告されている（浦田ほか，

1977；木原ほか，1981；小原ほか，1989）．
北九州市（1998）およびその調査結果をまとめた

千田ほか（2001）は，空中写真判読，現地調査およ

びトレンチ調査等に基づいて，活断層としての福智

山断層帯の平均変位速度や過去の活動についての検

討を行った．その結果，地形から推定された上下方

向の平均変位速度は，頓田断層で 0.01～0.04 m ／千

年，福智山断層で 0.02～0.06 m ／千年と推定された．

また本断層帯の活動履歴については，約 25,000 年前

～11,000 年前に最新活動があったと推定された．な

お，断層の詳細位置は千田ほか（2005，2008）に図

示されている．

平成 25 年 2 月に地震調査研究推進本部地震調査委

員会から公表された長期評価（地震調査研究推進本
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部地震調査委員会，2013）では，断層帯の最新活動

時期が約 28,000 年前以後，約 13,000 年前以前と十分

に絞り込まれておらず，平均変位速度は 0.02～0.03 m
／千年程度とされたが，横ずれ変位速度が不明のた

め，平均活動間隔も約 9,400～32,000 年と幅広い評価

となっている．したがって，本調査では，福智山断

層帯の断層活動性および過去複数回の活動履歴を明

らかにすることを目的とし，頓田断層の頓田地点お

よび福智山断層の後山地点においてトレンチ調査を

実施するとともに，福智山断層の池田地点および堀

田地点において群列ボーリング調査を実施した．

なお，本調査は文部科学省委託事業「地域評価の

ための活断層調査（九州地域）」の一部として実施し

たものである．

２．断層帯の分布と変位地形

第 2 図に本調査の結果に基づく福智山断層帯の分

布を示す．断層位置は概ね千田ほか（2001，2005，
2008）と同一である．断層帯は，洞海湾を挟んで北

側の頓田断層と南側の福智山断層からなる．

頓田断層に沿っては，丘陵の尾根列を切るように，

比高 10～20 m 程度の東向きの直線的な崖が連続す

る．千田ほか（2001）はこの崖を頓田断層の断層線

としたが，尾崎ほか（1993）の地質図では，この崖

のやや東に地質断層（二島断層）を図示している．

洞海湾の南では，八幡西区青山付近の丘陵の東側

の縁辺をほぼ南北に延びると考えられるが，新期の

段丘面を変位させるような変位地形は観察されない．

その南は，やや湾曲しながら同区上
こ う じ ゃ く

津役を経て石坂

付近まで，段丘面の上下変位や断層露頭が報告され

ているが，現在では都市化が進んでいるため確認は

できない．なお，この区間の活断層トレースは地形

的な山麓線からは約 500 m～1 km 程度西に位置する

が，地質断層の位置とはほぼ一致している．

八幡西区池田では，中位段丘面に比高約 5 m の東

側隆起の低断層崖が認められ，その北側の低位の段

丘面にも，米軍撮影の空中写真では東側隆起の撓曲

状の地形が認められる（3.2 参照）．その南に連続す

る同区馬場山東では，中位段丘面を開析する河谷に

約 50～80 m の左横ずれ屈曲が認められる．さらに，

その南では走向が北西－南東に変化し，南西側が隆

起するセンスの上下変位を示す．

直方市域では，直方市頓
とん

野
の

付近で比較的連続性の

よい段丘面が断層を横切るが，この段丘面には上下

変位は認められない．さらに南では，断層位置は山

麓線にほぼ一致しており，いくつかの河谷に系統的

な左横ずれ屈曲が見られるが，断層を横切る段丘面

が分布しないため，段丘面の変位の有無は不明であ

る．

福智町との境界に近い直方市永満寺では，山地斜

面を刻む小規模な河谷に 100 m 程度の系統的な左横

ずれ屈曲が認められる．その南東の福智町上
あが

野
の

では，

段丘面上に比高 2～3 m の逆向き低断層崖が認められ

る．段丘面の年代は不明であるが，標高がほぼ同じ

直方市・福智町境界露頭（3.4 参照）に分布する礫層

と同時代とすると，酸素同位体ステージ 5c もしくは

それ以前に形成されたと考えられる．

さらに南東の福智町堀田では，現在では一部が人

工的に改変されているが，扇状地性の段丘面に逆向

き低断層崖が認められる（3.5 参照）．その南東では，

段丘を開析する河谷の谷壁に約 10 m の左横ずれ屈曲

が見られる．この地点から南東では，河谷の緩やか

な屈曲が認められるものの，明瞭な変位地形は確認

できない．

３．調査結果

3.1 頓田地点

（1）調査地点の地形・地質

頓田地点では，谷底の地形面に下流側が相対的に

0.2～0.5 m 程度高くなる段差が認められる．この段

差は，断層が推定される分離丘陵縁辺の崖地形とほ

ぼ一直線上に並んでいる．また北九州市（1998）に

よる群列ボーリング調査で，この段差の地下に白亜

系の関門層群と古第三系の芦屋層群の境界をなす地

質断層が推定され，また段差の東側のみに厚さ 1～
2 m の沖積粘土層が分布していることが報告されて

いる．そこで，この段差が頓田断層の低断層崖であ

る可能性が高いと考え，段差を横切ってトレンチを

掘削した（第 3 図，第 4 図）．

（2）トレンチ調査

トレンチ壁面には，西に急傾斜した芦屋層群の砂

岩および泥岩が露出し，その上位には，段差の東側

のみに礫層とシルト層がほぼ水平に分布しているの

が観察された．第 5 図に壁面のスケッチを，第 6 図，

第 7 図に壁面の写真を示す．壁面に露出した地層は，

上位から順に I 層～V 層に区分し，さらに層相から

細分した．I 層は表層の土壌，II 層は植物遺体を多く

含む脆弱な砂礫層で人為的な堆積物の可能性がある．

III 層は谷を埋積して堆積した礫層ないしシルト層，

IV 層は段丘堆積物と考えられる砂礫層，V 層は基盤

をなす芦屋層群の堆積岩で，そのうち Va 層は硬質の

砂岩および砂岩泥岩互層，Vb 層は亜炭と泥岩の互層，

Vc 層は細かい破断面が発達した泥岩である．III 層
はいくつかのチャネル堆積物から構成され，それら

を IIIa～IIIe に細分した．このうち IIIa 層はわずかに

礫を含む無層理のシルト層で，南側壁面では上部に

植物遺体を多く含むチャネルが認められる．IIIc 層

は砂質のシルト層である．III 層に含まれる炭化物お

よび有機質の堆積物について，放射性炭素同位体年

代測定を行った．その結果，III 層上部のチャネル堆

積物からは暦年で約 1,100～1,000 年前，III 層下部の
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砂礫層からは約 3,800～3,100 年前の年代値が得られ

た（詳細は第 1 表を参照）．

（3）解釈

V 層の芦屋層群は壁面の東寄りほど急傾斜で破砕

度も高くなっていることから，関門層群との境界を

なす地質断層（二島断層）はトレンチの東方に位置

するものと考えられる．芦屋層群の砂岩層には，壁

面全体にわたって熱水変質によるものと思われる粘

土脈が発達している．礫層とシルト層の分布の西端

は，地形的な段差の 2～3 m 東に位置し，境界は高角

度で，特に南側壁面のグリッド S6 付近では上下が逆

転しているが，境界面には明瞭な断層構造は認めら

れない．境界付近の基盤岩は著しく風化しており，

特に IIIa 層のシルト層と粘土化した基盤岩との境界

は漸移しており，両者の区別が困難な部分もある．

なお，地形的に見られた直線的な崖の延長は概ねト

レンチのほぼ中央付近を通過するが，この位置付近

を境にして西側には傾斜した硬質の砂岩層が分布し

ていることから，直線上の崖地形はこの砂岩層が浸

食に対する抵抗力が強いことにより形成された組織

地形の可能性がある．ただし，IV 層はこの崖地形を

横切って東側から供給されて堆積したと考えざるを

得ないことから，IV 層堆積時にはトレンチ地点には

段差は存在していなかったことになり，その後 上流

側にあたる東側のみが浸食されていることから，下

流側が隆起する何らかの変動があった可能性も否定

できない．

3.2 池田地点

八幡西区池田では，地質境界となっている主断層

の西側にあたる中位段丘面に，比高約 5 m の東側隆

起の低断層崖が認められる．米軍撮影の空中写真で

は，その北側の低位の段丘面にも東側隆起の撓曲状

の地形が認められるが，現在は圃場整備により失わ

れている．この撓曲状の地形を横断して，東西方向

に幅約 200 m の範囲で 8 孔の群列ボーリング調査を

実施した（第 8 図）．それらを東から ID-1～8 と呼ぶ．

ボーリングコア試料の観察とそれに基づく地質断面

を検討した結果，基盤岩の上面とその上位の礫層に

撓曲状の高度差が認められ，その東側の基盤岩中に

は断層および破砕帯が確認された（第 9 図）．しかし

ながら，ID-3 から ID-5 にかけて見られる地形の高度

差に対し，礫層基底の高度差はやや小さい．また，

その位置の基盤岩の古第三系の構造はほぼ水平で，

断層や変形構造は見られない．古第三系はその東の

ID-6 孔で 20° 程度傾斜し，ID-7 と ID-8 孔では 40° 程
度の傾斜を持つ断層面とそれに伴う破砕帯が認めら

れる．この断層が礫層中でほぼ水平となり段丘面を

撓曲させている可能性も否定できないが，礫層を変

位させているかどうかはボーリングでは明らかにで

きなかった．

ボーリングコアから得られた試料の放射性炭素同

位体年代測定の結果，礫層の上位の細粒堆積物から

は暦年で約 1,500～1,400 年前，および約 3,300～3,100
年前の年代値が得られた（詳細は第 1 表参照）．しか

しながら，この年代値は礫層から直接得られた試料

ではないことから，この年代は礫層の年代を示さな

いと考えられる．

3.3 後山地点

（1）調査地点の地形・地質

調査地点は古生界の堆積岩および緑色岩からなる

福智山（標高 900.6 m）の西麓にあたり，南北方向に

急斜面が連続している．斜面の西側は古第三系の堆

積岩からなる標高 100 m 前後の丘陵となっている．

断層はほぼこの斜面基部に位置し，古生界と古第三

系の地質境界となっている．直方市後山では，斜面

の基部に鞍部状の地形が認められ，わずかながらも

第四紀の堆積物が存在することが示唆されたため，

この地点においてトレンチ調査を実施した．

（2）ボーリング調査

トレンチ調査に先立ち，基盤岩の地質境界をなす

断層位置と，堆積物の分布状況を確認するため，計

7 孔のボーリング調査を実施した．ボーリング掘削

位置を第 10 図に，柱状図を第 11 図に示す．ボーリ

ングコアでは，US-1，US-1'，US-2，US-3 孔で堆積

物の下位から破砕した緑色岩が，US-4，US-5，US-6
孔で古第三系の堆積岩が確認された．US-3 孔の南西

には地表のガリーに古第三系が露出しているため，

US-3 孔と US-4 孔との間に地質境界をなす断層が存

在することが推定された．さらに，ボーリング US-6
孔の下部の古第三系は粗粒で暗緑色を呈し，断層に

よって著しく破砕を受けているため，掘削当初は古

生界の可能性があると考えた．そのため，この地点

に地質境界断層が位置する可能性があると考え，

US-6 孔地点を中心に A トレンチを掘削した（第 10
図）．

（3）トレンチ調査

A トレンチ

南北両壁面のスケッチを第 12 図に，南壁面の写真

を第 13 図に示す．トレンチ壁面には，基盤岩の古第

三系堆積岩と，それを覆う砂礫層が露出した．これ

らを上位から A1 層から A5 層に区分し，古第三系堆

積岩は P 層とした．このうち A1 層は表層の土壌で

ある．A2 層と A3 層は一部に古土壌を挟むきわめて

固結度の低い砂礫層であるが，A4 層はマトリクスが

やや固結した粘土質で，一部に巨礫を含む不淘汰な

角礫層である．A5 層はマトリクスが少なく，礫の密

度が高い礫層である．P 層の古第三系は西に急斜し

ており，またいくつかの断層が見られるが，それら

の断層は A4 層の基底を変位させていない．A5 層と
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P 層は高角度の境界で接しているが，境界面は不規

則に湾曲しており，引きずり構造等も見られないた

め，A5 層が P 層を削り込んで堆積したものと考えら

れる．

本トレンチには緑色岩等の古生界は露出していな

ことから，US-6 でみられた暗緑色を示す泥岩は緑色

岩ではないと判断される．したがって，基盤岩の地

質境界をなす断層は，少なくとも古第三系（P 層）

の露出範囲よりも東方に位置していると考えられる．

B トレンチ

A トレンチ壁面に地質境界をなす断層が露出しな

かったため，南側の露頭およびボーリングで確認さ

れた地質境界の延長にあたる地点で B トレンチを掘

削した（第 10 図）．南北両壁面のスケッチを第 14 図

に，南壁面の写真を第 15 図に示す．なお，北壁面の

西半部は脆弱で，整形が困難であったため，スケッ

チは東半部のみを示した．壁面には，古生界の緑色岩，

古第三系の堆積岩と，これらを覆う砂礫層が露出し

た．壁面の地層は，上位から B1 層から B4 層に区分

し，古第三系を P 層，緑色岩を G 層とした．このうち，

B1 層は表層の土壌，B2 層は固結度の低い角礫層，

B3 層は巨礫を含む不淘汰な角礫層であり，それぞれ

A トレンチの A1 層，A2 および A3 層，A4 層に対比

が可能である．B4 層は角礫混じりのシルトないし細

粒砂層である．P 層と G 層の境界は，幅 1 cm 程度の

ガウジを伴う高角の断層で，走向は N6°E と地形か

ら推定される一般走向（N20°W 程度）とは斜交する．

B4 層は高角度で直線的な境界で G 層と接しており，

下部では B4 層の礫が G 層中に挟み込まれている構

造も見られるため，B4 層と G 層は断層関係にある

と考えられる．断層と B3 層の関係については，北

壁面で断層延長上の B3 層中の礫に再配列等が認め

られないこと，南壁面で G 層中の副断層を B3 層が

覆うことなどから，B3 層は断層変位を受けていない

と判断した．ただし，B3 層はきわめて粗粒で礫の配

列も不規則なため，わずかに断層による変形を受け

ている可能性も否定できない．しかしながら，少な

くともその上位の B2 層下面には断層変位によって

生じたような高度差などは認められない．

B4 層から採取した柱状連続試料を検鏡したとこ

ろ，これらの試料には火山ガラスは全く含まれてい

なかった．また，ほかに年代測定に有効な試料も採

取されなかったため，本層の年代については不明で

ある．

C トレンチ

C トレンチはボーリング US-2，US-3 孔と古第三

系の露頭にまたがるように掘削した（第 10 図）．南

北両壁面のスケッチを第 16 図に，北壁面の写真を第

17 図に示す．トレンチ壁面には，破砕した古生界の

緑色岩類および古第三系の堆積岩が幅広く露出し，

両者の境界に高角度の明瞭な断層が確認された．基

盤岩の上位には，北側壁面にのみ堆積物が見られ，

それらを上位から C1 層，C2 層，および C3 層に区

分した．C1 層は人工の埋土，C2 層は上部がやや腐

植質の礫混じりシルト層，C3 層は礫混じりのシルト

層である．また古第三系を P 層，古生界の緑色岩類

を G 層とした．P 層は著しく風化し，とくに上部は

粘土化している．また G 層も熱水変質を受けるとと

もに，上部は風化しており，上位の堆積物との不整

合面は不鮮明である．とくに風化した P 層と C3 層

は層相がきわめて類似するが，C3 層には再移動した

と見られる砂粒や礫が認められることから，両者を

区別した．

P 層と G 層の境界をなす断層は，トレンチ底面で

の走向が N15°W で，下部ではほぼ垂直であるが，北

壁面では上方に向かって低角化し，P 層と C3 層との

境界に連続している．この境界面は不明瞭であるが，

P 層は基盤岩であることから，この構造は西側隆起

の断層活動によって C3 層の上に P 層が乗り上げる

ように変位したものと考えた．しかしながら，この

断層は C3 層の上位の C2 層は変位させていない．C2
層および C3 層からはいくつかの植物片が採取され

たが，上部から侵入した植物根である可能性が高い

ため，年代測定は実施しなかった．

（4）解釈

断層は B トレンチおよび C トレンチの壁面に露出

し，B トレンチ壁面では B4 層を変位させ，B3 層に

覆われていることが，C トレンチでは C3 層を変位

させ，C2 層に覆われていることが，それぞれ確認さ

れた．断層の位置と走向は，C トレンチではほぼ地

形から推定される位置および走向に一致するが，B
トレンチではやや東寄りの位置および走向で露出し

た．したがって，断層は BC トレンチ間で湾曲し，A
トレンチの東方に延びるものと考えられる（第 10
図）．なお，A トレンチの東部では，トレンチ底まで

A4 層が厚く分布するため，断層がトレンチ内を通過

していても A4 層に覆われて確認できない可能性が

ある．

B トレンチの B3 層は A トレンチの A4 層に対比

されるが，B トレンチでは北壁面でのみ厚く分布す

ることから，B トレンチ付近がほぼ分布の南限と考

えられる．この礫層は巨礫を含み，厚さもこの地点

に分布する礫層の中では最も厚いことから，A トレ

ンチの北東に位置する谷の出口（第 10 図に矢印で示

す）から供給された可能性が高い．これに対して，

B トレンチで B3 層の下位にあたる B4 層は，B トレ

ンチ南壁面 S5 付近で P 層を削り込んで分布してお

り，その不整合境界は，スケッチには示していない

が B トレンチ西壁面に連続していることが確認され

ている．また B トレンチ西側で掘削したボーリング

US-4 孔では，B4 層に相当する標高に礫層は分布し
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ない（第 11 図参照）．したがって，B4 層は B トレン

チ南壁面付近が分布の南限と考えられる．B4 層は B
トレンチ南壁面では断層の東側には分布しないこと

から，断層の上下変位が横ずれによる見かけのもの

と考えると，B4 層は断層によって数メートル程度の

左横ずれ変位を受けている可能性が指摘できる．

3.4 直方市・福智町境界地点

直方市と福智町の境界付近では，浦田ほか（1977）
などによって断層露頭が存在したことが報告されて

いる．第 18図にこの地点の現在の露頭平面図を示す．

浦田ほか（1977）に示された露頭の断層部分は，現

在は植生に覆われて確認できないが，この露頭の裏

側に連続する部分では，断層変位を受けた砂礫層の

上位に厚さ約 1.5 m の風化シルト層が分布するのが

観察される．このシルト層の連続試料を分析した結

果，最上位には鬼界アカホヤテフラ（7.3 ka；町田・

新井，2011）および姶良 Tn テフラ（28-30 ka；町田・

新井，2011）起源と考えられる火山ガラスが，下部

からは阿蘇 4 テフラ（85-90 ka；町田・新井，2011）
起源の角閃石，および鬼界葛原テフラ（約 95 ka；町

田・新井，2011）起源と考えられる高温型石英が検

出された（第 2 表）．したがって，断層変位を受けた

砂礫層は酸素同位体ステージ 5c あるいはそれ以前と

考えられる．

3.5 堀田地点

福智町堀田付近では，扇状地性の段丘面を変位さ

せる逆向き低断層崖と，一部に河谷の左横ずれ屈曲

が認められる（第 19 図）．このうち，逆向き低断層

崖が比較的な明瞭な地点において，崖を横切って北

東－南西方向に 4 孔の群列ボーリング調査を行った．

ボーリングコアの柱状図を第 20 図に，地形断面との

関係を第 21 図に示す．地形断面から読み取れる変位

量は約 7.5 m で，ボーリングコアで認められた礫層

の上面は，逆向き低断層崖と調和的にやや逆傾斜し

ている．また，最も南西側のコアでは礫混じり粘土

層中には，断層による破断面と見られる構造が認め

られた（第 22 図）．礫層の上位の堆積物から得られ

た試料の放射性炭素同位体年代は，310±30 yBP（暦

年で約 500 年前以降）ないし modern を示し（第 1 表），

これらは礫層の上面を人工的に改変した際の盛り土

と考えられる．なお礫層からは直接年代を示す試料

は得られなかった．

４．まとめ

福智山断層帯の活動性および活動履歴を明らかに

するために，頓田断層の頓田地点および福智山断層

の後山地点においてトレンチ調査を，池田地点およ

び堀田地点において群列ボーリング調査を，それぞ

れ実施した．その結果，頓田地点では第四紀の堆積

物を変位させる断層は確認されなかったものの，後

山地点の B トレンチにおいて，第四紀の砂礫層を変

位させる断層が確認された．また後山地点では断層

が左横ずれ変位を有している可能性が示された．断

層の最新活動時期については，具体的な情報を得る

ことができず，北九州市（1988）の成果以上に絞り

込むことはできなかった．
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第 1 表．福智山断層帯から得られた試料の放射性炭素同位体年代測定結果．14C 年代値は Libby の半
減期 5568 年を用い，δ13C 補正を行った値を示す．暦年については，IntCal13 データセット

（Reimer et al., 2013）を用いた暦年較正（誤差幅 1 σ）を行った値を示す．
Table 1. Radiocarbon dates of the samples from the Fukuchiyama fault zone. 14C ages were corrected by d13C 

and calculated using Libby half-life of 5568 years.  Calendar years (probable age ranges of confidence 
levels 68.3% (1 σ)) were calibrated by using the dataset of IntCal13 (Reimer et al., 2013).

頓田地点トレンチ
δ13C補正年代 暦年代(IntCal13)

（ｙBP） 1Sigma (Cal)
TD-1 IIIa 炭化物 Beta-366712 1100±30 AD 898 to 984 AMS法 AAA
TD-22 IIIa 炭化物 Beta-366721 1960±30 AD 5 to 73 AMS法 AAA
TD-21 IIIa 炭化物 Beta-366720 2030±30 BC 88 to AD 20 AMS法 AAA
TD-4 IIIa 炭化物 Beta-368529 2910±30 BC 1191 to 1024 AMS法 AAA
TD-17 IIIa 炭化物 Beta-368532 3060±30 BC 1390 to 1276 AMS法 AAA
TD-3 IIIc 有機質堆積物 Beta-368528 2800±30 BC 996 to 915 AMS法 A
TD-6 IIIc 有機質堆積物 Beta-368530 3160±30 BC 1494 to 1410 AMS法 A
TD-11 IIId 炭化物 Beta-368531 3020±30 BC 1372 to 1217 AMS法 AAA
TD-13 IIId 炭化物 Beta-366716 3010±30 BC 1369 to 1209 AMS法 AAA
TD-23 IIId 有機質堆積物 Beta-368533 3400±30 BC 1742 to 1660 AMS法 A

池田地点ボーリング
δ13C補正年代 暦年代(IntCal13)

（ｙBP） 1Sigma (Cal)
ID2-1 1.18 有機質堆積物 Beta-370730 1480±30 AD 556 to 615 AMS法 A
ID3-1 1.52 木片 Beta-370731 170±30 AD 1668 to post 1950 AMS法 AAA
ID4-1 0.90 有機質堆積物 Beta-370732 2980±30 BC 1260 to 1130 AMS法 A

堀田地点ボーリング

δ13C補正年代 暦年代(IntCal13)

（ｙBP） 1Sigma (Cal)
HT2-2-2 1.11 木片 Beta-370733 modern NA AMS法 AAA
HT3-2 1.10 植物片 Beta-370734 modern NA AMS法 AAA
HT4-2 1.15 有機質堆積物 Beta-370735 310±30 AD 1521 to 1642 AMS法 A

処理方法　A：酸洗浄，AAA：酸−アルカリ−酸洗浄

試料 測定No

処理方法試料Ｎｏ.
採取深度

（m）
試料 測定No 測定方法

測定方法 処理方法

測定方法 処理方法

試料試料Ｎｏ. 測定No層区分

試料Ｎｏ.
採取深度

（m）

Bw Pm O Opx Gho Cum
HN-T16 174.0 0.0 0.0 1.5 29.5 0.0 0.0 1.496-1.500(18/30),1.508-1.515(12/30) K-Ah層準付近
HN-T15 47.5 0.0 0.0 1.5 22.5 0.0 0.0 1.496-1.501(28/30),1.511-1.513 1.670-1.677
HN-T14 19.0 0.0 0.0 0.0 18.5 0.0 0.2 1.496-1.500,1.512
HN-T13 6.1 0.0 0.0 0.0 18.6 0.0 0.0
HN-T12 1.4 0.0 0.0 0.0 3.2 0.0 0.0
HN-T11 0.3 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0
HN-T10 0.7 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.1
HN-T9 0.6 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0
HN-T8 1.5 0.0 0.0 0.0 2.3 0.0 0.1
HN-T7 2.1 0.0 0.0 0.0 2.1 0.0 0.2 1.670-1.691
HN-T6 5.1 0.0 0.0 0.0 2.7 0.0 0.3 Aso-4 Ho含む 1.495-1501
HN-T5 0.4 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.3 Aso-4 Ho含む 1.687-1.691(Aso-4タイプ) Aso-4層準以降
HN-T4 0.3 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0
HN-T3 0.4 0.0 0.0 0.0 0.9 0.0 0.3 K-Tz層準以降
HN-T2 0.5 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2 1.496-1.499(9/15),1.510-1.514(6/15)
HN-T1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石
Pm：パミスタイプ Gho：緑色普通角閃石
O：低発泡タイプ Cum：カミングトン閃石

テフラ名
β石英

（/3000粒子）

AT降灰層準付近

火山ガラスの形態別含有量（/3000粒子）
試料番号

重鉱物の含有量（/3000粒子）
特記鉱物 火山ガラスの屈折率 角閃石の屈折率

第 2 表．直方市・福智町境界地点露頭から採取した試料の火山灰分析結果．
Table 2. Result of volcanic glass and mineral composition analysis of the samples from 

the outcrop at the boundary site between Nogata City and Fukuchi Town.
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第 1 図．周辺地域の地質と活断層の位置．産業技術総合研究所シームレス日本地質図を使用．太線は
活断層，福智山断層帯を赤線で示す（破線は推定，点線は海域部および地質断層の伏在部）．

Fig. 1. Geological map and distribution of active faults in and around the survey area. Base map is Seamless 
Digital Geological Map of Japan published by Geological Survey of Japan. Bold lines show active faults. 
Red lines show the Fukuchiyama fault zone. Dashed parts are inferred faults. Dotted parts are submarine 
or concealed faults.
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第 2 図．福智山断層帯の分布と調査地点の位置．国土地理院数値地図 200000 を使用．赤線は活断層
（破線は推定，点線は海域部を示す）．

Fig. 2. Distribution of the fault traces on the Fukuchiyama fault zone and location of the study sites. Base map 
is Digital Map 200000 (Map Image) published by Geospatial Information Authority of Japan. Red lines 
show active faults. Dashed parts are inferred faults. Dotted parts are submarine faults.
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頓田トレンチ地点
u d

0 200m

第 3 図．頓田地点周辺の地形．1/2,500 北九州市基本図を使用．等高線間隔は 2 m．淡赤破線は
地形から推定した頓田断層の位置．u: 相対的隆起側，d: 相対的沈降側．

Fig. 3. Topographic map around the Tonda site. Base map is 1/2,500 topographic map published by 
Kitakyusyu City. Contour interval is 2 meters. Pink dashed line is a trace of the Tonda fault 
inferred by an airphoto interpretation. u: upthrown side, d: downthrown side.
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第 4 図．頓田地点調査位置の実測平面図．赤枠はトレンチ掘削位置．黒丸は北九州市（1998）による
ボーリング位置（Br-1, 4, 5, 6). 矢印の間が低断層崖と推定された段差．

Fig. 4. Detailed topographic map of the Tonda site. Red rectangle indicates the location of the trench. Black 
small circles show the location of the boreholes by Kitakyushu City (1988). A step between two arrows 
was inferred to be a fault scarplet.
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第 6 図．頓田トレンチ北壁面の写真．グリッドは垂直面上での 1 m 間隔．
Fig. 6. Photograph of the north wall of the Tonda trench. Grid interval is 1 meter on vertical plane.

第 7 図．頓田トレンチ南壁面の写真．グリッドは垂直面上での 1 m 間隔．
Fig. 7. Photograph of the south wall of the Tonda trench. Grid interval is 1 meter on vertical plane.
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第 8 図．池田地点周辺の地形．1/2,500 北九州市基本図を使用．等高線間隔は 2 m．赤線は段
丘面を変位させる低断層崖，淡赤部は米軍撮影空中写真から判読した撓曲状の地形．
赤丸はボーリング孔の位置を示す．

Fig. 8. Topographic map around the Ikeda site. Base map is 1/2,500 topographic map published by 
Kitakyusyu City. Contour interval is 2 meters. Red lines show fault scarplets cutting terrace 
surfaces. Pink part shows a flexure scarp interpreted from airphotographs taken by the US army. 
Red small circles show the location of the boreholes.
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第 10 図．後山地点の実測平面図．赤太線はトレンチ壁面から推定された断層位置．網掛け部は想定される
A4 層および B3 層の分布範囲を示す．等高線間隔は実線で 1 m，破線で 25 cm．

Fig. 10. Detailed topographic map of the Ushiroyama site. Red bold line shows the fault trace inferred from the trench 
walls. Dotted area shows the estimated distribution of the units A4 and B3. Contour interval is 1 meter in solid 
line and 25 cm in dashed line.



吉岡敏和・谷口　薫・細矢卓志・植木忠正・八木達也・森田祥子

98

96.0
(m)

95.0

94.0

93.0

92.0

91.0

90.0

破砕著しい

破砕著しい 破砕著しい 破砕著しい

94.770m 94.970m
95.080m

95.270m

94.11m

93.77m

93.38m
93.64m

US-3 US-2 US-1 US-1’
E W

(m)

94.0

93.0

92.0

91.0

90.0

89.0

88.0

87.0

割れ目を

粘土充填

炭質物

入り混じる

93.10m

90.16m

91.14m

色調が暗緑灰

92.04m

93.110m

93.850m

US-6 US-5 US-4
N S

耕作土

砂礫

粘土質砂礫

粘土

礫混じり粘土

泥岩 (古第三紀層 )

緑色岩

砂混じり粘土

標高

標高

第 11 図．後山地点のボーリング柱状図．
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第 13 図．後山 A トレンチ南壁面の写真．グリッドは垂直面上での 1 m 間隔．
Fig. 13. Photograph of the south wall of the Ushiroyama A trench. Grid interval is 1 meter on vertical plane.
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第 14 図．後山 B トレンチ南北両壁面のスケッチ．グリッドは垂直面上での 1 m 間隔．
Fig. 14. Log of the both walls of north and south in the Ushiroyama B trench. Grid interval is 1 meter on vertical plane.
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底面

段
差

E WS2 S3

92.88m

第 15 図．後山 B トレンチ南壁面断層部分の写真．ピンクのピンは断層，その他のピンは地層境界を示す．
グリッドは垂直面上での 1 m 間隔．

Fig. 13. Photograph of the south wall of the Ushiroyama B trench. Pink pins show the fault plane. The other pins 
show the unit boundary. Grid interval is 1 meter on vertical plane.
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第 17 図．後山 C トレンチ北壁面断層部分の写真．ピンクのピンは断層，その他のピンは
地層境界を示す．グリッドは垂直面上での 1 m 間隔．

Fig. 17. Photograph of the south walls of the Ushiroyama C trench. Pink pins show the fault plane. 
The other pins show the unit boundary. Grid interval is 1 meter on vertical plane.

第 18 図．直方市・福智町境界地点の実測平面図．等高線間隔は 1 m．
Fig. 18. Detailed topographic map of the Nogata-Fukuchi border site. Contour interval is 1 meter.
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堀田地点

（現在は消滅）

（現在は消滅）

地形断面測線

0 200m
0 10m

HT-4 HT-2 HT-1’

HT-3HT-1
道路

水田

第 19 図．堀田地点周辺の地形．福智町発行 1/2,500 地形図を使用．等高線間隔は 2 m．左下は
調査地点の拡大図．赤実線は段丘面を変位させる低断層崖．ケバは低下側を示す．赤
破線は推定断層位置，青線と青網掛けは河谷の横ずれ屈曲を示す．

Fig. 19. Topographic map around the Horita site. Base map is 1/2,500 topographic map published by 
Fukuchi Town. Contour interval is 2 meters. Red lines show fault scarplets cutting terrace 
surfaces. Dashed parts are inferred. Blue area shows an offset stream.
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第 20 図．堀田地点のボーリング柱状断面図．ボーリング孔の位置は第 19 図に示す．
Fig. 20. Columnar section of the boreholes in the Horita site. Location of the boreholes is shown in Fig. 19.
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第 22 図．堀田地点 HT-4 孔コアの写真．白矢印の間が断層とみられる破断面．コア径は約 6 cm．
Fig. 22. Close-up photograph of the HT-4 core in the Horita site. A shear plane is observed in between two 

white arrows. Diameter of the core is about 6 cm.
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第 21 図．堀田地点の地形断面図．測線位置は第 19 図に示す．
Fig. 21. Topographic profile of the Horita site. Location of the measuring line is shown in Fig. 19.


